
21 GPSロガーを使ったカワウの行動生態調査

カワウの行動を把握できるＧＰＳロガーを開発し、生態調査を行ったところ、関東地
方を広域で移動する行動生態が明らかとなりました。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
  水産試験場 指導環境室・0287-98-2888

・カワウによる県内の漁業被害は年間
1.6億円にのぼっており、被害軽減
のために捕獲をしているものの、減
少する傾向にありません。

・県外からのカワウの移入が疑われる
ため、ＧＰＳロガーを開発し、行動
生態を調査しました。

・県内外の新たなねぐら・コロニー
（集団営巣地）や被害漁場の把握が可
能になります。

・行動データを各都県と共有し、関東
広域で連携した防除対策を実施して
いきます。

・開発したＧＰＳロガーは、スマートフォン等
からリアルタイムで位置情報が確認できます。

・カワウの移動状況を確認したところ、季節的に
関東を広域に移動していることがわかりました。

研究課題名：水産資源を鳥獣害から守る技術の確立

ＧＰＳロガーを装着した
カワウ

ロガーが示すカワウの移動
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